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オ
ー
ト
バ
イ
の
設
計
に
従
事
し
た
。

そ
の
後
、
四
一
年
に
川
崎
で
軍
需
部

品
メ
ー
カ
ー
の
野
村
精
機
を
設
立
し

た
が
、
終
戦
と
と
も
に
休
止
。
手
探

り
の
時
期
を
経
て
、
五
五
年
、
日
本

初
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
メ
ー
カ
ー
南

武
鉄
工
㈱
と
し
て
再
発
足
し
た
。
重

工
業
機
械
メ
ー
カ
ー
を
得
意
先
に
、

経
営
は
順
調
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

六
三
年
に
工
場
か
ら
失
火
し
て
全
焼
、

経
営
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
「
こ
の
時
が
当
社
に
と
っ
て
、
一

番
苦
し
か
っ
た
時
期
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
和
史
会
長
は
言
う
。

　

二
年
後
の
六
五
年
に
、
㈱
南
武
鉄

工
と
し
て
再
出
発
で
き
た
。
こ
の
時

か
ら
脱
下
請
を
目
指
す
。
金
型
用
の

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
を
独
自
に
開
発
し
、

多
品
種
少
量
生
産
に
応
え
た
こ
と
で
、

自
動
車
エ
ン
ジ
ン
用
を
中
心
に
シ
ェ

ア
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
九
〇
年
に

は
現
在
の
㈱
南
武
に
改
名
し
た
。

　

同
社
の
現
在
の
主
力
製
品
は
「
ロ

ー
タ
リ
ー
コ
ア
プ
ラ
ー
（
ロ
ッ
ド
回

転
シ
リ
ン
ダ
ー
）」
と
「
ロ
ー
タ
リ

ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
」。
前
者
は
自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
部
品
等
の
鋳
造
に
使
わ

れ
る
。
金
型
の
中な

か

子ご

を
回
転
さ
せ
な

が
ら
引
き
抜
く
た
め
の
油
圧
シ
リ
ン

ダ
ー
だ
。
国
内
で
の
市
場
シ
ェ
ア
は

八
〇
％
に
及
ぶ
。
一
方
、
後
者
は
、

固
定
し
た
配
管
か
ら
回
転
す
る
機
械

に
各
種
流
体
を
供
給
す
る
装
置
。
製

鉄
所
で
圧
延
後
連
続
処
理
さ
れ
た
鋼

鈑
の
巻
取
リ
ー
ル
に
も
使
わ
れ
、
海

外
で
の
シ
ェ
ア
は
約
三
五
％
を
誇
る
。

　

南
武
は
、
業
界
で
い
ち
早
く
海
外

に
生
産
拠
点
を
設
け
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ
に
進
出

し
、
地
元
の
企
業
と
技
術
供
与
の
契

　

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
力
は
世

界
中
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
が
、
当
の

社
長
さ
ん
た
ち
は
、
海
外
と
の
取
引

に
は
消
極
的
だ
。
最
大
の
問
題
は
英

語
力
だ
ろ
う
。
私
の
知
り
合
い
の
社

長
さ
ん
も
、
英
語
の
手
紙
は
封
も
切

ら
ず
に
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
な
か
、
三
十
年
ほ
ど
も
前

か
ら
、「
大
田
で
英
語
で
交
渉
の
で

き
る
社
長
っ
て
い
や
ぁ
、
そ
ら
南
武

の
野
村
社
長
だ
ぁ
な
」
と
誰
か
ら
も

認
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
㈱
南
武
の

現
会
長
、
野
村
和か

ず

史し

さ
ん
だ
。

　

南
武
の
創
業
者
の
野
村
三
郎
氏
は

一
九
一
〇
年
生
ま
れ
。
工
業
学
校
卒

業
後
、
当
時
の
三
菱
航
空
機
で
戦
車

の
部
品
を
設
計
し
、
三
四
年
、
陸
王

内
燃
機
に
移
っ
て
、
側
車
付
き
軍
用

町
工
場
ら
し
い
親
密
な
一
体
感
残
し

国
際
化
進
め
る
Ｇ
Ｎ
Ｔ
企
業

㈱
南
武　

野
村
和
史
会
長
・
伯
英
社
長

日
本
で
最
初
の 

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
メ
ー
カ
ー

日
英
中
国
語
が
飛
び
交
う 

社
内

野村和史会長と伯英社長
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同
氏
は
、
一
九
九
六
年
工
学
院

大
学
工
学
部
卒
。
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
五
年
ほ
ど
勤
務
し
た
後
、
南

武
に
入
社
。
〇
五
年
か
ら
タ
イ
法
人

に
派
遣
さ
れ
、
新
工
場
を
軌
道
に
乗

せ
た
。
海
外
法
人
と
の
相
乗
効
果
を

一
層
浸
透
さ
せ
る
べ
く
、
海
外
展
開

を
加
速
さ
せ
る
考
え
だ
と
い
う
。

　

二
〇
一
四
年
に
は
経
済
産
業
省
に

よ
り
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

企
業
１
０
０
選
」
に
認
定
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
は
あ
る
が
、
町

工
場
ら
し
い
親
密
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

社
員
全
員
が
集
ま
っ
て
朝
礼
を
行
う

こ
と
で
、
他
部
門
の
こ
と
も
分
か
る

し
、
連
帯
感
・
一
体
感
が
醸
成
さ
れ

る
。
通
常
の
伝
達
事
項
の
ほ
か
、
当

番
社
員
が
五
分
程
度
の
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
教
育
に
は
最
適
と
い
う
。

　

一
五
年
五
月
、
旧
本
社
工
場
周
辺

の
宅
地
化
の
進
展
等
か
ら
、
本
社
を

大
田
区
か
ら
、
横
浜
市
金
沢
区
福
浦

の
工
業
団
地
に
全
面
移
転
し
た
。
空

調
が
整
い
、
見
学
通
路
も
設
け
ら
れ

た
す
ば
ら
し
い
建
物
だ
。
新
築
の
香

約
を
結
び
、
営
業
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
拠
点
を
構
え
た
。
さ
ら
に
、
〇
二

年
に
は
タ
イ
に
「
ナ
ン
ブ
シ
ル
タ
イ

ラ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
海
外
で
の
本

格
的
な
生
産
拠
点
を
設
け
た
。
〇
六

年
に
は
、
大
田
区
と
タ
イ
の
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ａ
社
が
協
力
し
て
設
立
し
た
「
オ

オ
タ
・
テ
ク
ノ
・
パ
ー
ク
」
に
工
場

を
移
し
、
生
産
と
と
も
に
東
南
ア
ジ

ア
各
国
や
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
拠
点
と

し
て
も
大
き
く
発
展
さ
せ
た
。
中
国

へ
の
進
出
は
一
〇
年
。
生
産
工
場
と

し
て
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
。
さ
ら

に
一
二
年
に
は
、
タ
イ
に
六
四
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
確
保
し
、

新
工
場
を
本
格
稼
働
。
中
国
現
地
法

人
の
南
武
油
缸
（
常
州
）
有
限
公
司

も
一
四
年
、
工
場
を
拡
張
移
転
し
た
。

目
下
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
拠
点
設
立

の
可
能
性
を
調
査
中
と
い
う
。

　

タ
イ
の
現
地
責
任
者
は
、
本
社
の

り
が
残
る
本
社
工
場
に
は
国
内
外
か

ら
、
政
治
家
、
行
政
の
担
当
者
、
工

場
経
営
者
、
技
術
者
、
学
校
関
係
者

な
ど
見
学
者
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
会
長
・
社
長

の
人
脈
の
広
さ
の
表
れ
だ
ろ
う
。
社

員
は
来
訪
者
に
大
き
な
声
で
挨
拶
し
、

表
情
も
明
る
い
。

　
「
開
発
拠
点
か
つ
生
産
性
追
求
拠

点
と
し
て
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
司
令
塔
と
し
て
、
社
員
の
ベ
ク

ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
よ
り
強
力

に
推
進
で
き
る
環
境
と
な
り
ま
し

た
」
と
伯
英
社
長
は
言
う
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
「
ハ
ー
ド
を
核

に
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
の
方
針
を

掲
げ
、
四
年
前
に
開
発
し
た
鋳
造
条

件
の
可
視
化
ソ
フ
ト
Ｃ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｖ

ｉ
ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
を
用
い
た
、
鋳
造
不
良

低
減
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
始
め
た
り
、
北
米
製
鉄
市

場
の
ロ
ー
カ
ル
製
老
朽
設
備
の
置
き

換
え
需
要
を
狙
い
、
現
地
展
示
会
に

出
展
し
た
り
と
、
新
た
な
活
動
も
打

ち
出
し
て
い
る
。

●
㈱
南
武
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国
内
営
業
部
員
か
ら
三
十
四
歳
で
タ

イ
工
場
の
社
長
に
就
任
し
、
現
在
四

年
目
。
中
国
工
場
の
責
任
者
も
四
十

代
で
赴
任
、
も
と
も
と
本
社
の
設
計

部
門
に
所
属
し
、
日
本
に
帰
化
し
た

元
中
国
人
。
や
る
気
の
あ
る
若
い
社

員
を
信
頼
し
、
思
い
切
っ
て
権
限
を

移
譲
し
て
任
せ
る
方
針
を
実
践
し
て

い
る
。
一
方
、
本
社
で
は
中
国
な
ど

海
外
の
優
秀
な
人
材
を
活
用
し
て
い

る
。
社
内
で
は
英
語
や
中
国
語
が
飛

び
交
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
雰

囲
気
だ
。
さ
ら
に
二
十
年
ほ
ど
前
か

ら
英
国
人
講
師
を
招
い
て
定
時
後
に

社
内
英
会
話
教
室
を
開
催
。
希
望
者

は
無
料
で
参
加
で
き
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
シ
リ
ン
ダ
ー
や
ジ

ョ
イ
ン
ト
な
ど
の
分
野
の
ニ
ッ
チ
・

ト
ッ
プ
企
業
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
自
動
車
産
業
の
海
外
進
出
に
よ

り
、
早
期
か
ら
海
外
で
の
生
産
・
販

ハ
ー
ド
を
核
に
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
も
進
出

往
復
時
間
を
短
縮
す
る
「
Ｑ
Ｓ
型
シ
リ
ン
ダ
ー
」

（
上
）
と
「
ロ
ー
タ
リ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
」（
下
）

売
活
動
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

高
い
技
術
力
を
開
発
・
保
持
す
る

た
め
に
も
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を

国
際
化
し
、
海
外
人
材
を
活
用
し

て
い
く
た
め
に
も
、
国
際
化
を
推

し
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

語
る
の
は
野
村
伯た

か

英ひ
で

さ
ん
。
和
史

さ
ん
の
息
子
で
、
一
三
年
に
三
代

目
社
長
に
就
任
し
た
。


